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１．本研究の背景と目的 

 2011 年に発生した東日本大震災において，多くの
高齢者や障害者等の災害時要配慮者と呼ばれる方々

が犠牲となった 1)．これを踏まえ，我が国では，平成

25 年に各市町村で避難行動要支援者名簿の作成が義
務化された．しかし，平成 28年に生じた熊本地震で
は，災害関連死者のうち，約 8割が 70 歳以上の高齢
者であった 2)ように，災害時要配慮者の被害が大き

い事例も未だ存在する．災害時要配慮者が被災する

理由としては，災害時において，身体的・精神的な負

担が大きいことや，個人で避難をすることが困難で

あることが挙げられる．また，災害時要配慮者の避難

時には，共助による支援や福祉的な対応が必要とな

るが，現状では，地域における災害時要配慮者につい

ての情報が十分に集積されていないことも課題であ

る． 
そのため，地域にどの程度の災害時要配慮者が存

在し，今後どのように災害時要配慮者数が変化して

いくのかを考慮し，被害の大きさを予測することで，

今後の災害対策への知見となることが考えられる． 
そこで，本研究では，石川県羽咋市を対象に，地震

災害が生じた場合を想定し，将来，どの程度の災害時

要配慮者が被害を受けるのかを時系列分析によって

推計した． 

2．対象とする災害時要配慮者の算出 

 本研究では，災害時要配慮者の人数を把握するた

めに，住民基本台帳及び，国民健康保険データベース

（KDB データ）を用いた． 
 住民基本台帳とは，地域に存在する住民について，

生年月日，性別，住所等の住民票が編成されたもの

で，地域住民の 1 歳ごとの人数が把握可能なデータ
である 3)． 
また，KDBデータとは，国民健康保険に加入して

いる人々について郵便番号単位の居住地域，性別，生

年月日（年齢），要介護度や疾病情報など個人ごとの

身体状況が把握可能な医療ビッグデータである 4)．

住民基本台帳及び KDB データは各自治体が管理し

ており，月ごとにデータが蓄積されている． 
 本研究では，災害時要配慮として，住民基本台帳か

らは「小児（0～4歳）」，「75歳以上の者」，KDB デー
タからは，「要介護認定者」をそれぞれ月ごとに抽出

し，総人口に対する割合を算出した． 
3．羽咋市で想定される地震災害 

羽咋市において想定される地震分布を図-1 に示す．
本研究における地震動の把握にはJ-SHS地震ハザー

ドステーション 5)を活用した．J-SHS では，活断層

ごとに地震の発生する確率や地盤増幅率などを提供

しており，本研究では，その中でも震源断層ごとに想

定される震度分布が把握可能な想定地震地図を用い

る．J-SHS では複数の震源断層で同時に地震が発生

した際のデータを利用することができないため，本

研究では羽咋市において最も想定地震動が大きい邑

知潟断層帯が震源となった場合を想定した．図-1 よ
り，邑知潟断層帯が震源となった場合，羽咋市では震

度 5 強以上となり，多くの地域で震度 6 弱以上とな

ることが分かる．また，本研究において，被災度評価

を行う際のハザードとしては，各地区における最大

 
図-1 羽咋市において想定される地震動 
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震度を用いた． 

4．時系列分析による災害時要配慮の推計 

 2 章にて，月ごとに算出した，「小児（0～4 歳）」，
「75 歳以上の者」，「要介護認定者」の割合について
の将来推計を ARIMA モデルにより算出した． 
 ARIMA モデルとは，時系列分析モデルの一種であ
り，過去の値の回帰と確率的なばらつきの和を用い

て現在の値を推計することができるモデルである． 
過去のデータの範囲としては，2012年 6月から 2016
年 7 月までの 50 ヵ月を使用し，震度別に 2021 年 7
月まで推計を行った．ここでは，震度 6 弱について
の推計結果のみ示す． 

 図-2に震度 6弱における小児（0～4歳）の推計結
果を示す．震度 6弱に見舞われるとされる小児（0～
4 歳）の総人口に対する割合は次第に減少していくこ
とが得られた． 

図-3 に震度 6 弱における 75 歳以上の者の推計結

果を示す．震度 6弱に見舞われるとされる 75歳以上
の者の総人口に対する割合は次第に増加していくこ

とが得られた． 
図-4 に震度 6 弱における要介護認定者の推計結果

を示す．震度 6 弱に見舞われるとされる要介護認定
者の総人口に対する割合は横ばい傾向であることが

得られた． 
「小児（0～4 歳）」，「75 歳以上の者」，「要介護認

定者」の推計結果を比較すると，2021年 7月におけ
る総人口に対する割合は，「75歳以上の者」が最も高
く，次いで，「小児（0～4 歳）」，となり，「要介護認
定者」が最も低くなった． 
４．今後の課題 

 今後の課題として，本研究で対象とした災害時要

配慮者は「小児（0～4歳）」，「75歳以上の者」，「要介
護認定者」であったが，推計にあたって，妊婦等の他

の属性を考慮すべきである．また，本研究における推

計は ARIMA モデルを使用したが，より多くの変数

を考慮したモデルを使用することで，より精緻な将

来推計を必要がある． 
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図-4 震度 6 弱における要介護認定者の推計結果 

 

図-3 震度 6 弱における 75 歳以上の者の推計結果 

 

図-2 震度 6 弱における小児（0～4 歳）の推計結果 
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